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２
０
１
９
年
度
９
月
議
会
・
最
終
日
「
会
計
年
度
任
用
職
員
関
連
条
例
」
反
対
討
論 

  

議
題
５
１
号
、
議
題
５
２
号
、
議
題
６
４
号
、
議
題
６
５
号
、
議
題
７
１
号
に
提
案
さ

れ
て
お
り
ま
す
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入
に
関
す
る
各
条
例
に
つ
い
て
、
一
括
し
て

問
題
点
を
指
摘
し
、
反
対
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
は
、
２
０
１
７
年
の
「
地
方
公
務
員
法
」
と
「
地
方
自
治

法
」
の
改
定
に
よ
っ
て
、
次
年
度
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
各
自
治
体
の
非
正
規
職
員
に
導

入
さ
れ
る
も
の
で
す
。
総
務
省
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
事
務

処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
て
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
部
分
的
に
見
れ
ば
、
改
善

さ
れ
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、「
任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
を
中
心
と
す
る
公
務
運
営
」

の
原
則
が
崩
れ
て
い
る
状
況
や
、
国
や
自
治
体
が
す
す
め
て
き
た
非
正
規
化
を
追
認
し
、

固
定
化
す
る
も
の
で
す
。
住
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
の
担
い
手
で
あ
る

地
方
公
務
員
制
度
の
大
転
換
、
公
務
運
営
・
公
務
労
働
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
も
、
大
き

く
変
質
さ
せ
る
危
険
性
を
含
ん
で
い
ま
す
。 

全
国
の
自
治
体
職
員
は
、
１
９
９
４
年
の
３
２
８
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
定
員
適
正

化
や
民
間
委
託
に
よ
っ
て
減
り
続
け
た
こ
と
な
ど
に
加
え
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
市
町

村
合
併
に
よ
っ
て
一
層
の
削
減
が
す
す
み
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
か
ら
の
１
０
年
間
で
、

正
規
職
員
は
約
２
６
万
人
減
少
し
、
一
方
で
非
正
規
職
員
は
約
２
１
万
人
増
加
し
て
お
り
、

正
規
職
員
が
非
正
規
職
員
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

今
や
自
治
体
の
非
正
規
職
員
は
、
一
般
事
務
職
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
育
、
給
食
調

理
、
図
書
館
職
員
、
看
護
師
、
学
童
保
育
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
消
費
生
活
相
談
な
ど
の

各
種
相
談
業
務
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
・
職
種
へ
と
広
が
り
、
恒
常
的
な
業
務
、
専

門
的
な
業
務
ま
で
も
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
給
料
は
正
規
の
３
分
の
１
か
ら
半
分
程
度

と
い
う
状
況
で
、
任
用
期
間
は
半
年
も
し
く
は
一
年
と
い
う
期
限
付
き
で
任
用
繰
り
返
さ

れ
、
何
十
年
と
働
い
て
も
昇
給
は
な
く
、
通
勤
手
当
等
の
各
種
手
当
も
不
十
分
な
ま
ま
、

年
休
や
各
種
休
暇
で
も
正
規
職
員
と
の
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
う
の
が
現
実
で
、
増
え
続

け
る
非
正
規
職
員
の
置
か
れ
た
状
況
は
深
刻
で
す
。 

も
と
も
と
、
住
民
の
い
の
ち
や
暮
ら
し
、
権
利
を
守
る
自
治
体
の
仕
事
は
恒
常
的
か
つ

専
門
性
が
求
め
ら
れ
、
臨
時
的
で
非
常
勤
的
な
職
員
が
担
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
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ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
理
由
に
ど
ん
ど
ん
非
正
規
化
が
す
す
み
、

任
用
根
拠
や
更
新
の
方
法
な
ど
も
様
々
に
、
労
働
者
使
い
捨
て
の
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。 臨

時
・
非
常
勤
職
員
は
大
き
く
分
け
て
「
特
別
職
非
常
勤
」
と
「
臨
時
的
任
用
職
員
」、

「
一
般
職
非
常
勤
」
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
法
改
定
で
、
特
別
職
非
常
勤
は
「
学
識
・

経
験
の
必
要
」
な
職
へ
、
臨
時
的
任
用
職
員
は
「
常
勤
の
欠
員
」
の
対
応
へ
と
厳
格
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
、
原
則
と
し
て
会
計

年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
ま
す
。 

 

具
体
的
な
会
計
年
度
任
用
職
員
の
問
題
点
、
そ
の
第
１
は
、
任
用
の
問
題
で
す
。
任
用

は
、
試
験
ま
た
は
選
考
に
よ
り
、
再
任
用
も
あ
り
得
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
１

会
計
年
度
内
を
超
え
な
い
範
囲
」
と
任
用
期
間
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
更
新
し
な
い
こ

と
に
も
根
拠
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。 

 

第
２
は
、
雇
用
の
中
断
で
す
。
こ
れ
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た
雇
用
の
中
断
は
「
不
適
切
」、

「
是
正
す
べ
き
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
給
食
調
理
員
や
学
校
図
書
館
司

書
な
ど
、
学
期
単
位
の
任
用
に
よ
る
空
白
期
間
は
、
不
適
切
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
例
外
的
に
雇
用
中
断
が
残
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
職
種
で
あ

っ
て
も
空
白
期
間
は
廃
止
し
、
継
続
的
な
雇
用
と
す
べ
き
で
す
。 

 

第
３
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
規
定
が
あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
に
は
退
職
手

当
・
特
殊
勤
務
手
当
等
が
支
給
で
き
ま
す
が
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
は
支
給
で
き
な
い
な
ど
、

大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
点
で
す
。
ま
た
、
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
よ

り
短
い
場
合
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る
こ
と
も
、
実
際
に
は
多
く
の

臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
す
。 

 

第
４
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
一
般
職
地
方
公
務
員
と
な
る
の
で
、
上
司
の
命
令
に

従
う
義
務
、
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
、
守
秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
や
政
治
的
行
為
の
制

限
な
ど
、
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
た
公
務
上
の
義
務
・
規
律
、
人
事
評
価
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
同
時
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
兼
業
禁
止
規
定
も
適
用
さ

れ
ま
す
。
労
働
条
件
の
面
で
は
正
規
職
員
と
の
格
差
を
残
し
た
ま
ま
、
義
務
や
規
律
、
処

罰
だ
け
は
正
規
職
員
並
み
と
い
う
矛
盾
し
た
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

第
５
に
、
給
料
水
準
で
も
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
事
務
処
理
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マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
「
類
似
職
務
の
級
の
初
号
給
、
職
務
の
内
容
や
責
任
、
必
要
と
な
る
知

識
、技
術
及
び
職
務
経
験
等
の
要
素
を
考
慮
し
」す
る
こ
と
、再
任
用
に
あ
た
っ
て
も
、「
常

勤
職
員
の
初
任
給
決
定
基
準
や
昇
給
の
制
度
と
の
均
衡
を
考
慮
す
る
こ
と
が
適
当
」
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
「
職
務
経
験
す
べ
て
を
考
慮
す
る
必
要

は
な
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
事
務
補
助
職
員
に
つ
い
て
は
正
規
職
員
の
初
任
給
基
準

額
を
上
限
の
目
安
と
し
て
い
る
こ
と
は
処
遇
上
大
き
な
問
題
で
す
。
ま
た
、「
同
一
労
働
同

一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
踏
ま
え
」
と
し
な
が
ら
、
正
規
・
非
正
規
の
差
が
厳
然
と
残

さ
れ
固
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
み
支
給
対
象
と
な
る
期
末
・
退
職
手
当

等
に
つ
い
て
も
「
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
は
な
く
、「
支
給
で
き
る
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
自
治
体
の
財
政
等
を
理
由
に
支
給
し
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、「
現
存
す
る
職
を
漫
然
と
存
続
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
性
を
十
分
吟
味
し

た
う
え
で
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
る
」
よ
う
求
め
て
い
る
た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
導
入
が
、
民
間
委
託
の
拡
大
や
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入
は
、
今
後
、
公
的
業
務
の
大
半
を
会
計
年
度
任
用
職
員
に

置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
に
、
公
の
業
務
が
ど
ん
ど
ん
民
間
へ
と
委
ね
ら
れ

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
非
正
規
も
正
規
も
減
ら
し
、
公
の
業
務
を

縮
小
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
継
続
性
・
専
門
性
・
地
域
性
が
求
め
ら
れ
る
自
治
体
職
員

の
働
き
方
が
大
き
く
変
貌
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
問
題
点
を
は
ら
ん
で
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入
に
は

賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
な
く
し
、

自
治
体
の
仕
事
を
住
民
本
位
に
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
立
場
で
、

今
後
も
市
役
所
の
働
き
方
改
革
が
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
、
私
ど
も
と
し
て
も
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
述
べ
て
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

  


